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９
月
12
日
竹
矢
の
ポ
ン
プ
場
で

油
漏
れ
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

竹
矢
ポ
ン
プ
場
は
飯
梨
川
水
道
か

ら
水
道
水
を
受
水
し
て
朝
酌
や
矢

田
に
送
水
し
て
い
る
松
江
市
水
道

局
の
施
設
で
す
。

松
江
市
に
よ
る
と
、
非
常
用
エ

ン
ジ
ン
の
燃
料
で
あ
る
重
油
が
、

燃
料
タ
ン
ク
と
エ
ン
ジ
ン
を
結
ぶ

配
管
の
接
合
部
か
ら
ポ
ン
プ
室
内

に
漏
れ
、
ポ
ン
プ
室
内
の
排
水
設

備
を
経
由
し
て
近
隣
の
八
幡
川
に

流
出
、
流
出
し
た
油
は
１
７
０
０

リ
ッ
ト
ル
。
水
道
水
へ
の
混
入
は

な
く
、
給
水
に
は
影
響
な
し
と
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

近
隣
や
流
域
の
土
地
・
田
畑
へ

の
被
害
は
調
査
中
で
、
流
出
へ
の

対
応
と
し
て
県
土
整
備
事
務
所
・

消
防
本
部
・
松
江
市
が
河
川
な
ど

５
カ
所
に
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
や
オ

イ
ル
吸
着
マ
ッ
ト
を
設
置
し
中
和

剤
散
布
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
住
民
へ
の
連
絡
は
、
八
幡

川
水
利
組
合
、
地
元
自
治
連
、
公

民
館
に
知
ら
せ
た
と
の
こ
と
。

私
は
水
道
局
よ
り
連
絡
が
あ
っ

た
た
め
竹
矢
町
在
住
の
岩
本
晃
司

党
地
域
支
部
長
と
現
地
に
向
か
い
、

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
の
張
っ
た
河
川

を
確
認
、
近
隣
の
訪
問
、
聞
き
取

り
を
し
ま
し
た
。

９
月
20
日
の
建
設
環
境
委
員
会

で
詳
し
い
報
告
が
あ
り
、
私
は
、

流
域
の
当
該
住
民
に
対
し
て
回
覧

な
ど
で
丁
寧
な
情
報
提
供
を
と
求

め
ま
し
た
。

松
江
市
議
会
議
員

た
ち
ば
な

ふ
み

た
ち
ば
な
ふ
み
市
議
は
、
９
月

議
会
で
４
項
目
の
一
般
質
問
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
「
防
災
情
報
・

行
政
の
役
割
」
を
報
告
し
ま
す
。

た
ち
ば
な
市
議
は
、
気
候
変
動

で
繰
り
返
す
豪
雨
や
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
「
巨
大
地
震
注
意
」
が

あ
り
市
民
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い

る
と
し
て
改
め
て
行
政
の
情
報
の

届
け
方
を
問
い
ま
し
た
。

出
雲
市
で
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震

注
意
に
つ
い
て
市
民
に
注
意
喚
起

が
な
さ
れ
ま
し
た
が
松
江
市
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
島
根
県

で
も
震
度
４
か
ら
５
が
想
定
さ
れ

て
い
る
」
と
市
と
し
て
の
対
応
を

問
い
ま
し
た
。
ま
た
、
松
江
市
は

防
災
情
報
を
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、

防
災
メ
ー
ル
、
公
式
Ⅹ
、
ヤ
フ
ー

ア
プ
リ
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
で

受
け
取
っ
て
ほ
し
い
と
し
て
い

る
が
市
民
か
ら
は
警
報
等
が
出

た
際
「
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
で
放

送
さ
れ
た
の
か
」
と
の
問
い
合

わ
せ
が
多
い
こ
と
を
示
し
、
「
ど

の
事
態
に
ど
の
媒
体
で
連
絡
さ
れ

る
の
か
市
民
に
知
ら
せ
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
」
「
学
校
や
保

育
園
は
警
戒
レ
ベ
ル
４
で
休
園
や

休
校
の
判
断
を
す
る
。
防
災
行
政

無
線
は
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
だ
が
、

室
内
受
信
機
を
福
祉
施
設
、
教
育

施
設
、
保
育
幼
稚
園
な
ど
に
設
置

し
て
い
る
。
レ
ベ
ル
４
、
５
の
場

合
は
放
送
し
て
知
ら
せ
る
こ
と
が

必
要
」
と
質
し
ま
し
た
。

安
部
俊
一
防
災
部
長
は
「
南
海

ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域

に
は
該
当
し
な
い
の
で
市
民
へ
は

注
意
喚
起
し
て
い
な
い
」
「
県
東

部
で
震
度
４
以
上
の
地
震
が
想
定

さ
れ
る
場
合
、
津
波
警
報
注
意
報

が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
自
動
的
に

防
災
行
政
無
線
と
お
し
ら
せ
君
で

放
送
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

舟
木
け
ん
じ
市
議
は
９
月
議
会

で
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
松
江
市
」
を
テ
ー
マ

に
５
点
質
問
し
ま
し
た
。
訪
問
介

護
事
業
所
の
経
営
実
態
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

舟
木
市
議
は
「
厚
労
省
の
調
査

結
果
で
は
訪
問
介
護
事
業
所
の
４

割
は
赤
字
経
営
。
県
内
の
事
業
所

も
２
０
１
９
年
度
か
ら
５
年
間
で
、

全
体
の
５
分
の
１
ほ
ど
の
45
事
業

所
が
経
営
難
を
理
由
に
廃
止
届
を

出
し
て
い
る
」
「
６
月
議
会
に
陳

情
を
提
出
し
た
労
働
組
合
が
県
内

の
全
介
護
事
業
所
に
行
っ
た
緊
急

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
松
江
圏
域
で
回

答
し
た
29
事
業
所
の
う
ち
17
事
業

所
が
介
護
報
酬
改
定
前
で
既
に
赤

字
で
、
そ
の
内
の
９
割
に
あ
た
る

15
事
業
所
が
、
さ
ら
に
赤
字
が
増

大
す
る
と
回
答
し
て
い
る
」
と
指

摘
し
「
松
江
市
の
過
去
５
年
間
の

訪
問
介
護
事
業
所
数
の
推
移
と
、

昨
年
度
末
時
点
で
の
黒
字
経
営
の

事
業
所
数
、
赤
字
経
営
の
事
業
所

数
に
つ
い
て
は
ど
う
か
」
と
見
解

を
質
し
ま
し
た
。

松
原
正
健
康
福
祉
部
長
は
「
今

年
４
月
の
介
護
保
険
制
度
改
正
で
、

介
護
事
業
を
営
む
法
人
に
対
し
、

事
業
所
ご
と
に
損
益
計
算
書
等
の

財
務
諸
表
を
国
へ
提
出
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、

本
市
と
し
て
事
業
所
の
経
営
状
況

は
把
握
し
て
い
な
い
」
「
過
去
５

年
間
の
訪
問
介
護
事
業
所
数
の
推

移
は
、
令
和
２
年
が
74
、
令
和
３

年
が
74
、
令
和
４
年
が
75
、
令
和

五
年
が
75
、
令
和
６
年
が
77
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

竹
矢
ポ
ン
プ
場
で
重
油
漏
れ
事
故

再

発

防

止

と

住

民

説

明

を

気
候
変
動
で
繰
り
返
さ
れ
る
災
害

防
災
情
報
の
広
報
は
行
政
の
役
割

た
ち
ば
な

ふ
み
市
議
９
月
議
会
一
般
質
問
①

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
松
江
市

訪
問
介
護
事
業
所
の
経
営
実
態
に
つ
い
て

舟
木
け
ん
じ
市
議
９
月
議
会
一
般
質
問
①

たちばなふみ
市議会議員

舟木けんじ
市議会議員

10月14日(月・祝)13時～
場所：松江市殿町「サンラポーむらくも」

〇記念講演① 加藤ゆりさん（国賠同盟埼玉県本部会長）
「わが父、金森煕隆（ひろたか）と私の人生」

※金森煕隆氏は京大医学部時代、治安維持法で検挙され投獄、

拷問を経験。戦後は郷里の出雲で医院を開業。元日本共産党

衆院候補。治安維持法国賠同盟の島根県初代会長

〇記念講演② 前田賢龍さん（益田市･專竜寺住職）
「治安維持法と宗教」

〇訴え： 禰屋町子さん(倉敷民商事件被害者）
「無罪を勝ちとるまで」

10月15日（火）９時～12時
〇記念講演③ 尾村利成さん（島根県議会議員）
「島根原発を巡る諸問題」

■参加費1000円／各日、

通し参加：15,000円（夕食懇親会、宿泊費込み）

■申し込み：０８０-２８８７－１４６９（原屋）

治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟
中国ブロック活動交流会のご案内

八幡川に設置されたオイルフェンス


